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芦生演習林の草本の花について

中根勇雄・山内隆之

1. はじめに

芦生演習林は暖温帯落葉樹林帯から冷温帯落葉樹林帯へ移行する地域にあり気候的には日本海

型から太平洋型への移行帯に位置するため、植物種が多い。

近年自然への関心が嵩まり、植物に関する高度な質問が寄せられるようになっているが、今後

このような状況が進むことが予想される。こうしたことを踏まえて本報告では植物の草本を対象

に、 1973年から 1990年の 18年間にわたって中根が京都大学芦生演習林に在任中に調査したものを

今回、山内とともに資料を整理し検討する。なお、この一連の調査では、 866種が確認された。そ

の内訳は木本植物252種、草本植物528種、羊歯植物86種であり、このうち今回報告するのは草本

種についてである。

本論に先立ち芦生演習林勤務の歴代の教職員各位に感謝し、厚くお礼申し上げます。

2. 調査地の概況及び調査方法

調査は京都府北桑田郡美山町芦生にある京都大学農学部附属演習林芦生演習林でおこなった。

同地域は由良川源流域に位置し、面積は約4,200haある。このうち約半分は針広混交の天然林で残

りは二次林と人工林になっている。

事務所構内（海抜356m) から最高峰の三国岳（海抜959m) までの全面積を調査対象とし、＇調査

は毎月（冬期間は除く）第 1日曜日と第 3日曜日とした。花期（咲き始め）の花は、草本植物全

てを対象とした。場所により差が著しく、また判断は個人差があるものと考えられるが、すべて

調査者の独断によった。

3. 結果と考察

調査結果を季節を追って述べると以下のようになる。長い冬の寒さと風雪の苦しみに耐え抜き、

表． 1 草本、花期の季節別、色別表

月 白色系 黄色系 紫色系 桃色系 橙色系 茶色系 種類 ％ 

4 10 ， ， l 

゜ ゜
29 5 

5 23 31 17 l 

゜
18 90 17 

6 29 26 13 13 2 11 94 18 

7 45 43 14 22 2 26 152 29 

8 21 25 13 8 1 17 85 16 ， 22 20 12 7 2 6 69 13 

10 2 l 5 1 

゜ ゜
， 2 

計（％） 152 (29) 155 (29) 83(16) 53 (10) 7 (l) 78 (15) 528 100 
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表． 2 芦生演習林の草本の花期の季節別（月別）、色別表

月 白色系 黄色系 紫色系 桃色系 橙色系 茶色系

4 イチリン1り ”} t • ＇ ：オオバキスミレ ！＇ オオクチツがスミレ 沿りヅョウ9ゞカマ

オりレン ！クシ9ゞ タンポぷ ：， ＇ シハイスミレ

シPlヽ＊ナヤマルリゾり ！ケマルバスミレ ；スミレ

セント切り iケンサキクンポポ ＇ ：スミレtィシン

クネッケIヽさナ ；セイヨりクン面が クチツがスミレ

ツがスミレ ＇ ！バイカオりレン クt'うコ

ニリンゾり ， :Iヽコへ中 t}エンコゞサク

7キ ：マルIヽ ケ`スミレ ミスさクビ`うコ

ヤ7• ニンシ s ン リュりキンカ ；ヤマルリゾウ

5 アシりテンナンシ3り ミミナク中サ イヌがラシ ナットりクさイ ， ：， アオイスミレ イカリゾり アオスケヤ

イチャクゾり ミヤマりt'ラコ りマ）アシカ゚ク ヌカが ；ェがスミレ アオバスケさ

力そヅクさサ そミヅチャル｝ルソり り'JIヽ・ミゾり ネコ））ゾり ， ：， オオ1ゞ アがミ アがスケさ

キシさムシロ ヤマシャクヤク ，' エンコ切り ハハコクさサ ：， オIヽうメアサ＊ミ カニツリクさサ

キヌク‘}り ルイ3りショりマ ；' オニクt・ 和 フクバアオイ iカキトさりシ ヵャッリク中サ

シうイト1り ：， カタIヽ・ミ ヘt'イチコキ ：＇ ＇ コりうイテンナンショり キンキカサスケ‘

シnバナイカリゾり ：キツネ）がクン がクンネコJ｝ゾり :tキさコキケ コりがイセさキショり

センがンヤ9 クマがイゾウ ミ）キイチコさツナキャ ： ／アサキミ コチヂミがサ

チコさユリ コりおり ミツバッチク中リ ， : ＇ Iヽシリトさ 911 ヅュス、スケヤ

ツュクサ コオニりt'ラコ ミヤマキケマン : /ヽナイバナ 双．｝／テッおり

ツルカJコゾり コケイラン ミヤマネコ／メゾり ＇ :＇ ,ヽルリントさり スス令メJヤリ、

”汎9カネゾり ， 'I、Iヽさ ヤマネコ／｝ゾり ! ＇ t ｝シャカさ ”さネ1り

ナス`ナ ：シュンうン M3りがりン :ヽt~,ヽ／センおンがク チチコク S サ

／ミ／フスマ ！スイIヽ中 ；フテ、リントさり ”コスケさ

Iヽナりトキ ；クチシオテs ! Anりテンナンショり tコそ”

ハルトラ／オ ；クチネコ／｝ゾり ！ヤマアイ ビnウドスケ→



月 白色系 黄色系 紫色系 桃色系 橙色系 茶色系

5 7クリシスぐカ チトさメク't ラショりモンカス中ぅ ， :＇ tPバスケ‘

約チャクゾり ツルキシ゚ぶ／n ！＇ ホシナシコ中りゾ

6 オオIヽヤがホさりシ ネIヽさリタテ‘ ィアキゾモゾそ クチトさコP アヤ｝ アケ加 Jシュスラン サイハイうン ：アオカう砂

オオ1ゞりネッケバナ J 7ャキ り｝カキサゾり クチネスさミカヤヤ イヌクテ` 工t‘ネ セ`ンテイカ ；ィ

オカトう／オ バイケイゾり オオIヽ`キスミレ チコさがナ イワクIヽ→コ ＂ユリ ：コ`りゾ

カラムシ Iヽシカク、サ 柑 Iヽ.Jトンおゾり ”'‘さネゾり エンレイソり ショりキラン ；コシ`ュスさスケさ

キさンバイゾり ホオスさキ カキうン トケンラン オニルリゾり 卜り1ゞナ ！ショりヅ 3りスケ`

キ・ンリ 3りゾり ミヤマクコキホ S り カナヒさキゾり ニがナ 力う双：、シャク トキゾり ！テキりスケさ

クルマIヽ・,ヽゲマ ミヤマナルコユリ キ,,ヽ、ドコ11 t)スイ1ぐ キランゾり トキり1ヽセさ i t nIヽ／コりがイセ‘キショウ

コナスt' そりセンコゞケ キンうン tn Iヽ／コヌカクヤナ コシnネ ネシさバナ ， ：＇ ヤマアリ

シャが ヤナキヤクテ中 コウゾゞリナ ミヅホオス`キ ニシキコキ Pそ l tさネチトャリ ：ヤマイ

シャク ヤ7ミヅラミ サルメンエビネ ミツそトゾり おクル7'クII ヒナチトさリ ， ：， ヤマカモヅク守ナ

シDIヽヤナスミレ ヤ7• ヘヒさイチコさ シオテs ヤマtキヤソウ ミヤマトウIヽ中ナ t)Iヽキ` ！ヤマススさメJtエ

沢IIヽ・ナt"がオ ヤマハクがオ 沿り7• ムうサキキケマン ヒルがオ

ト中ククさミ ヤマアキショりマ ヅンIヽ`イゾり ヤマヅ／糾トトキ`ス ヤマトりIヽ`ナ

ナルコユリ ユキがt スス中サイコ

ヌマトラ／オ がイコンソウ

7 アカショりマ ツ/ltlヽコヘさ ア枯オスさキ 和りヅクテヤ アオミス→ アカバナ オニュリ イヌビュ

アキカラマツ 二りヤナキさ アカ'} ツチアケビ イ本さクサ イワチトさリ ヤ7'カンがり イ7'キヌカ加

イケマ ヒツヅク S サ イカ、ホオスさキ トチバニンシ令ン りツがク中サ オオネIヽさリクテ` 工Jコロク、サ

イヌ/tケ` tiヅョオン イクトゞリ トホゞシカ中う キツネJマコ' 力さがイモ カリヤス

りIヽ`ユり t Illヽ／イヌ/tゲ ウチリト`コn トそエゾり ”アシャ青イ クモキリゾり 力りラスケさ

オオカそメッ中ル ヘラオそがカ エヅ Jキさシキさシ ネナシカスふう コナキさ クルマIヽ`ナ カンがレイ

オオキヌクゾり 本トミ オオヤマtキ中ゾり Jがうン コIヽ.Jクツナミ クリカ＇りゾり キツネカさャ

オオ’‘マコ マル／‘` Jサリトりがラシ オニドコP tゲ／がリヤス ＇ナリヒ 3卜゚リ ゲン／ショりコ キンエJコn

オオヤマIヽコヘキ ミスさクマゾり tJりヌキそ ！ッュクサ コクリカヤク クt砂
5
2
 



月 白色系 黄色系 紫色系 桃色系 橙色系 茶色系

7 オトキさリゾり ミス`チト`リ ：ヽ＇ カエテ S ドコn tメヘt・ イチコさ ”がネニンシ‘ン ， ：， シそツケソウ ココそメカ`ャッリ

オニミツIヽさ ミズマツバ ：＇ カキIIヽクャサ 7シゲ P ツルクがラシ :,ニタテ＊ ””・サ

オモがカ ミゾさカクシ ；ヵさンクt'ゾり 本がエリがヤ ツルニンシマン ！ッルニがナ シカクイ

カリうIヽIヽコ ミツIヽ`がリ ＇ ：， ， キカシゲt ミツIヽキベンケイ）り Iヽエドクゾり ；トキンゾり ヅシバり

力りうマツIヽ＊ ミヤマカク 9ゞミ ：， キ3スミりツお ミヤマチト`メ ミヤマヨメナ ：ヌカがりテ 9ツ/tゲ

キクムグラ ミヤマク：：ゾIヽs ＇ ；キリンゾり ムカコャイラクサ i m tさ卜Iヽキャ りマがャッリ

クルマムがう モミヅがt ；コj力さャ ヤ7• ク9ゞコ ； ＇ Iヽク令 n')り ヌマIヽリイ

コりライトそエゾり ヤエムゲう :"” ヤマIヽコへ
さ

！マアがミ ハリイ

コンnンゾり ヤク S ルマゾり itヅカ sンクビゾり ：＇ ＇ ママコナ けがャッ9

沢／nツ｝クサ ョッバムクミう ””幻 ：ミゾIヽキ＊ ヒ｝カンスケ`

セリ ；サリヤク ’：’ ミヤマりス・ラ tJククさ

ゾクスさ :＇ ， t9Iヽコヘさ ．． ：ヤマクツナミゾり t} Jがリヤス

タケニクさサ ！ヅカ` バチゾり ； ＂ンゲゾり 7トイ

クニがキョり ， ：スス.JI tェ 切Iヽそカンスケさ

ク‘ントさホ,pキヤク ， ：＇ スヘキリtユ ミヤマカンスケ＊

ツリシュスラン ：チシマネコJj.1り ミヤマシうスケ・

””ドオシ ！チョりヅヤク ミヤマナ，，コユリ

8 アセャトりカキラシ ミヤマムゲう ：． アキメtシIヽそ ミクリ ：， アキがリ アキJりナがッカミ ヤフ合 9バコ アイバゾり

り卜` ミョり力` ：アがオトがり ミス`ヒキ ， :77'/メ アセ＊ナ ”さうがヤ

”バチゾり メト• Iヽキ` ＇ ：＇ エJキクキサ ミヤマイラクサ iクス中 イヌトりIヽ・ナ アアラススキ

オトコ3そキ` ヤそ／イモ ：オオネス→ミカキャ ミヤマttがヤ ：クPlゞナヒキオコシ シオがマキ令ク イヌビエ

オニシャク iオオIゞJヤエムクャラ メヒシIヽさ iサクラクテさ テンニン1り イ／コス令チ

切リバ Iヽゲマ ；がマ ヤIヽスキゾり ：＇ ショり7`ンゾり Itサケさ カンスケャ

カリうケッ｝イ ；キッリ7ネ ヤマトキホコリ :')Iヽ・ナ 7ヅカンがり コ 7• ナ 9 ャサ

朽シナショりマ ’：， ’ キンミス・ヒキ ヤマミスキ ’ ：＇ ナヘ・ナ そリア青＊ミ ＂ヌカク ・t

:IPが ：， コニシキゾり : ， tキオコシ チャカ`ャッ9

5
3
 



月 白色系 黄色系 紫色系 桃色系 橙色系 茶色系

8 ススさ｝りリ tサカキャ tメヒコ`がイ トがシバ

がイそンシキソり 灼シショりニンシさ；； ミヤマママコナ ヌカがシゾり

クニゾIヽさ チチツ9ゞヘミンケイゾり ムラtキニカ`ナ ヌ｝リク、サ

ナツェビネ ナンバンItv，、•、.さ ヤマ本砂 tデリコ

t)オトキ`リ ／チトキメ ヒがグスケさ

ヒ｝ムカ姐モキS ヒ｝ミカンゾり 切ヅがャッリ

t 3卜ぐリシさョりコ‘ 7'ククナ ホクルイ

ミツ9ゞ 7りP 切バ JヤマIVヽコ ミヤマミス令

， イナカキ`ク シP3j.ナ ；’ アキ／キリンゾり キクイそ ；アキチョりヅ アカヌマゾり ヒカャンバナ ！かノクク・.

イりがおりシ クイミンカ`サ ！アキ／／ゲシ コj.ナモミ ：＇ ァッミカンアオイ ァメリカセンタミンク令t 7シクそ nセンJり ！カセ`クサ

オオカニコりモリ Iヽコ中 PモtカゲミツIヽ` ；アシ本ヤゾ チチャミがサ ；ヵヵ,Jアがミ 籾卜り力`うシ iサイトり力さャ
： 

オクそミヅ Iヽがマ Iヽナタテ` ， ：＇ アマチャツマル ヌカキt' i‘'Jリフネゾウ ヅャコ切り iススキ
オトコエシ ヒカケ令ミ‘'JIヽミ ！アり／トウク中サ Iヽク`註りス＇キ 汐＇ルリンドり ツルが ：チカラシバ

カス`がキヨそキ` ヒヨトヤリ1ゞナ` ：イヌアリ 切 9ゞアキJIケキシ :トリカ7'ト ナンIヽミンキ‘セル ；ニリホコリ

キッコり1ヽゲマ 本シクサ ；オオオタカうコり ”モミ ; ， ］コンキ中ク ヤ 7• マ｝

コりヤぷミりキ マツカセ`ゾり ：オオニカ→ナ ヤマニがナ :1ヽコネヒ3ドリ

ずマナ ミヤマシシり卜` ：オクカラコり iャ／ネク中サ

シシり卜` ヤナキマクテs ：， オミナエシ ；， ャ7• ハキさ

シうネセンキュり iカナムがう ：ユりがヤク

シラヤマキキク ＇ ：ヽ カラス／コ→マ i 3メナ

10 アケお Jソウ アカネ ；＇ ェがリント`り キクIゞヤマがクチ

セン7'リ ， ！カリカそネゾり

iナキ`ナクコりヅュ

！ヤマハッカ

iリントさり

5
4
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春を待っょうにしてフキノトウが咲き始めタンポポとスミレの仲間なども次々と咲き始める。

樹木の多くは 5月と 6月で全体の70%1)が咲く事になるが、草本は 4月で 5%、 5月． 6月と

続き 7月でピークに達して 8月・ 9月と咲き続けて、 10月に入ると 2%となり（表 1) • （表 2)

11月・ 12月には咲く花もなく長い冬に入る。色別では白色系と黄色系がほぼ同数で全体の60％を

しめる。続いて紫色系と茶色系がほぽ同数の30％をしめ、あとは桃色系と橙色系の順に続く。

4. おわりに

京都大学芦生演習林における 18年間の草本植物の月別花期、花の色の調査結果は上述のとおり

であった。

特に花期については調査範囲が広いことや、標高などによるバラッキなどがあり、 3ヶ月にま

たがるものが数多くあった。花の色に関しても中間色が多い上に場所や地形による違いも多く認

められ、植物図鑑などに載っている色とは違う結果になっている植物もあった。

今後もっと精細な調査が継続できればより正確な芦生演習林の草の花がわかることと思われる

が、とりあえず本報告が大まかな草本植物の目安になれば幸いである。
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